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計画期間
　基本構想の計画期間は10 年間、基本計画及び総合戦略の計画期間は 5 年間とし、5 年目に見直
しを行います。

※見直しを実施

第２期総合戦略 第３期総合戦略

前期基本計画 後期基本計画

第６次総合計画　基本構想

（令和 5 年）
2023 年度

（令和 9 年）
2027 年度

（令和10 年）
2028 年度

（令和14 年）
2032 年度

総合計画と総合戦略について

総合計画とは、今後10 年間におけるまちづくりに関する基本的な方針を定めた行政運営の根
幹をなす本町の最上位計画として位置づけるものです。

総合戦略は、まちづくりに関わるすべての分野から人口減少克服や地方創生の達成に向けた施
策を取りまとめたものです。

本計画は、「基本構想」「基本計画」で構成し、「総合戦略」とも関連性を持たせます。

基本構想

基本計画
総合
戦略

町の将来を見据えたまち
づくり・行政運営の基本
的な理念や方向性、目標

基本構想にもとづいて実施
していく施策ごとの方針、
目標指標、施策の展開方向、
想定される取組等

　総合計画の進行管理を確実に行うため、施策に位置付けた目標指標について定期的に数値の把握、
評価、見直しを行います。

進行管理の仕組み

Do
実行

Plan
計画

Check
検証

Action
改善

・事業の企画立案・計画
・次年度の予算編成

・ 事業の実施
・ 分野別計画の推進

・ 施策展開状況  （目標指標） の確認
・ 事業の評価

・ 事業の見直し、廃止の検討
・ 予算へのフィードバック

平群町デジタル田園都市国家
構想の実現に向けたまち・ひ
と・しごと創生総合戦略

（第２期総合戦略）
人口減少克服や地方創生の達
成に向けた施策として直近５年
間で戦略的に取り組む内容
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将来像

基本理念
将来像を実現するために
必要な３つの視点

人が輝き、未来が輝く、夢あふれるまち へぐり
～住民と共に築く、次世代へと繋がるサスティナブルなまちへ～

未来に向けて
豊かに暮らせる

まちをつくる

子どもの笑顔
あふれる誰もが

住みたくなる
まちをつくる

将来像と基本構想

a. 人を増やす…移住環境を整備する
b. 人を誘導する…魅力を発信する
c. 人を惹きつける…魅力に磨きをかける

1. 住みたい・住み続けたいまち
     になるための施策

2. 住民の暮らしを支える施策

3. 持続可能なまちを目指す施策

人口減少に歯止めをかけるべく、本計画期間中に特に
力を入れる施策

住民がより良い暮らしをするための施策

自治体として存続し続けるための施策

施策分類
基本理念に基づき、各施策を３つに分類

基本姿勢
各施策を実施するにあたり、念頭に置くキーワード

自然と人に優しく
住み続けられる

まちをつくる

まちづくり戦略

協働
住民等との「役割分担」の推進

財政健全化
「優先順位づけ」、「選択と集中」の徹底
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前期基本計画

住みたい・住み続けたいまちになるための施策施策分類

1

安心して子どもを産み、育てられる環境づくりの推進
❶ 時代のニーズに合わせた子育て支援策の充実

❷ 地域が支える安心の子育て環境づくり

❸ 子どもと親の健全な環境を守る取組の強化

a-1

未来を創り、未来を担う子どもたちを育成する学びの推進
❶ 「笑顔で子育て、笑顔でつながる」環境づくりの推進（就学前教育・保育）

❷ 子どもたちの学び・こころ・からだづくりの推進（学校教育）

❸ 豊かな学びを支える環境づくりの推進

a-2

移住・定住の促進と良好な住環境づくり
❶ 若い世代の人口増加に向けた移住・定住の促進

❷ 住環境の向上と併せた空き家の活用と流通の促進

❸ 田園的で良好な住まいづくりの推進

❹ 公営住宅の長寿命化と管理

a-4 

町内外への豊かで魅力のある情報発信の推進
❶ 情報交換・交流の場づくりの推進

❷ 正確な行政情報の発信・提供

❸ 町の知名度向上と住民のシビックプライド醸成に繋がるシティプロモーションの推進

b-1 

地域を豊かにするための企業誘致と産業振興の推進
❶ 遊休地におけるにぎわい創出の推進と既存産業の活性化への推進

❷ 新たな産業の創造や多様な働き方への支援

a-3 

緑豊かな自然を守り、育て、繋ぐ取組の推進
❶ 里山づくりの取組による自然に包まれたまちづくりの推進

❷ 環境美化の推進

c-1

持続的で安定した農業経営に向けた取組の推進
❶ 農産物のブランド力向上及び高収益作物の推進による農家の経営支援

❷ 営農体制強化への支援

c-2 

豊かな歴史資源や特産品を活かした観光振興の推進
❶ 歴史的観光拠点づくりの推進

❷ 自然資源や特産品を活用した観光の推進

❸ 道の駅や観光ボランティアガイドとの連携強化

❹ 広域連携・企業連携による観光資源の発掘と活用

c-3

人
を
増
や
す

a

人
を
誘
導

 

す
る

b

人
を
惹
き
つ
け
る      

c
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住民の暮らしを支える施策施策分類

2

❶ 災害に強いまちづくりと地域の防災体制づくりの推進             ❷ 消防力の強化

2-1

❶ 交通安全の確保             ❷ 防犯力の向上              ❸ 消費生活の保護

2-2

❶ 公共交通機関の確保と充実             ❷ 移動困難者対策の推進

2-3

❶ 計画的な土地利用と市街地整備の推進             ❷ 幹線道路及び生活道路の整備・管理

❸ 竜田川の魅力づくりの推進            　　　　　  ❹公園・緑地の適正な維持管理と活用

❺ 安定した給水体制の確立【令和６年度まで】　
❻ 下水道の整備及び汚水処理人口普及率の向上

2-4

❶ ごみ減量対策の推進             ❷ し尿・汚泥の処理対策の安定化

❸ 斎場の適切な運営             　❹ 持続可能な地域社会づくりの推進

❺ 環境にやさしいライフスタイルの推進

2-5

❶ 健康づくりの推進             ❷ 地域の医療・介護・保健体制の充実

2-6

❶ 高齢者の日常生活に対する地域の支援と福祉サービスの充実
❷ 障がい者の福祉サービスの充実と自立支援
❸ 社会保障制度の利用促進             ❹ 地域で支え合う福祉の推進

2-7

❶ 多様性や人権、平和の尊重             ❷ 男女共同参画社会の実現

2-8

❶ 生涯を通じて学び、活かすことができる環境の整備             ❷ 文化芸術活動とスポーツの振興

❸ 総合文化センターのにぎわい創出と図書館の機能充実
❹ 文化財の調査・記録・保護・伝承意識の確立                        ❺ 歴史遺産や文化財の魅力の共有と発信

2-9

災害に強いまちづくりと防災コミュニティの形成

安全・安心に暮らせるまちづくりの確立

住民の生活を支える公共交通の維持

快適な生活を支える都市基盤の整備

環境負荷の少ない暮らしの推進

健康で安心して住み続けられる保健医療体制の充実

地域で支え合い、安心して暮らすための福祉施策の充実

多様性を重んじるコミュニティの形成

住民の生きがいづくりとなる生涯学習・文化活動の推進
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町民 地域団体

民間事業者 行政

　町民一人ひとりが自分の住む地域の将来を考え、
実行に移し、幸せを実感することを通じて、地域に
対する愛着や希望を未来につないでいきます。

　様々な年齢層の町民を巻き込み、活動をさらに
発展させることで、町民の活躍できる場と機会を
創出し、地域力の向上を図ります。

　持続可能な社会の実現に向け、地域活動との連
携や地域内雇用の確保、地域資源の有効活用、民
間ノウハウの提供、行政事業への参画等、積極的
に地域の活性化に貢献します。

　町を永続的に発展させるためにも、まちづくりの
主役である町民等の活動を支援するとともに、協
働を図りながら庁内組織の枠組みを越えて積極
的に施策を推進します。

各主体の役割

持続可能なまちを目指す施策施策分類

3

❶ 地域コミュニティ活動の推進            ❷ 住民参加の仕組みづくりの推進
❸ まちづくりを支える担い手づくりの推進

3-1 住民協働による共に支えあう地域づくり

3-2
❶ 健全な財政運営の推進            ❷ 効率的な行政運営の推進
❸ 公共施設の適正配置と利活用の推進
❹ 広域連携の推進・強化            ❺ 職員の資質向上と人材育成
❻ SDGs やカーボンニュートラル等の社会潮流を踏まえた取組の推進
❼ 行政手続きのデジタル化等の国の流れに合わせた DX の推進

健全で効率的かつ柔軟で機動的な行財政運営

　町民や地域団体・民間事業者等と行政による協働のまちづくりにもとづく取組を推進するため、
各主体の役割を示しています。
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　第６次総合計画の考え方をもとに、人口減少克服等の施策を第２期総合戦略の各取組方針に紐
づけ、地方創生に関する国の交付金等を活用しながら、より充実した展開を図ります。

 地方に仕事をつくる取組方針1

取組方針2

取組方針3

取組方針4

取組方針5

目標
数値

○ 地域を豊かにするための企業誘致と産業振興の推進　
○ 持続的で安定した農業経営に向けた取組の推進

主要
施策

指標名

従事者数（農林業、公務を除く）

現状値 目標値（R9）

(R3)3,086 人

(R2)2,200百万円

3,210 人

2,450 百万円農業産出額

 人の流れをつくる

目標
数値

○ 移住・定住の促進と良好な住環境づくり
○ 豊かな歴史資源や特産品を活かした観光振興の推進

主要
施策

指標名

20 ～ 39 歳の人口

現状値 目標値（R9）

(R４)2,799 人

(R3) 926,237 人

2,493 人

1,000,000 人観光客入込数

デジタルの力を活用した取組みを展開する

取組方針 1 から 4 に記載している各施策の推進及び重要業績評価指標（KPI）の達成のため、
デジタル技術を積極的に用いた取組を推進します。

主要
施策
主要
施策

結婚・出産・子育ての希望をかなえる

目標
数値
目標
数値

○安心して子どもを産み、育てられる環境づくりの推進
○未来を創り、未来を担う子どもたちを育成する学びの推進

主要
施策
主要
施策

指標名

0 ～ 4 歳の人口

現状値 目標値（R9）

（R4）500 人 472 人

魅力的な地域をつくる

目標
数値

○災害に強いまちづくりと防災コミュニティの形成
○住民の生活を支える公共交通の維持
○健康で安心して住み続けられる保健医療体制の充実
○地域で支え合い、安心して暮らすための福祉施策の充実

主要
施策
主要
施策

指標名

自主防災組織結成率

現状値 目標値（R9）

（R4）89.3% 94.5%

鉄道駅の 1 日の乗降客数 (R3)8,193 人 10,000 人

住民の健康寿命
（65 歳平均自立期間）

(R1) 男性 18.64 年
(R1) 女性 21.12 年

延伸

平群町デジタル田園都市国家構想の実現に向けたまち・ひと・しごと創生総合戦略
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　SDGs とは、2015（平成 27）年 9 月
の国連サミットで採択された 2030（令
和 12）年を期限とする国際目標です。
持続可能な世界を実現するための 17 
のゴール・169 のターゲットから構成
され、地球上の誰一人として取り残さ
ないことを誓っています。

SDGs（持続可能な開発目標）との関係性
　SDGs の理念は、持続可能なまちづくりを目指す平群町においても重要な視点であることから、
本計画で掲げる 19 施策と SDGs の 17 ゴールを関連付け、将来像の実現にあわせ SDGs の達成
に向け取り組んでいきます。

2032（令和１４）年の目標人口：15,800人

人口ビジョン (将来推計人口 )
　若い世代の結婚・出産・子育ての希望の実現及び出産や子育てを機に持ち家を希望する層の転
入促進に取り組むことで、出生率と移動率の上昇を図り、本計画の終了年次である 2032（令和 14）年
時点の人口で 15,800 人を目指します。

平群町　総合計画


